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H8 マイコンを用いた演習用ターゲットボードの紹介 
Introduction of target board for practice with H8 microcomputer 
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るための DI/O，A/D，および，D/A ポートで構成される 40
ピンの I/O コネクタのピンアサインを決定し，micro80 規
格として策定した．表１に開発した CPU ボードとその特徴
を示す．また，代表的な CPU ボードである H8/3069 ボード
の外観を写真１に示す． 
 
表１ CPU ボードの種類と特徴 
H8/3069 USB，16Kbyte 大容量内蔵 RAM 
H8/3048BV 3.3V 動作，低消費電力 
H8/2638 CAN バス対応，16bit×16bit 乗算器 
 
マイクロコンピュータに HD64F3069RF(RENESAS)を用いた
H8/3069 ボードの最大の特徴は，USB シリアル変換 IC を備
えている点にある．H8/3069 ボードをパソコンの USB ポー
トに接続すると，USB バスパワーにより電源が供給される
と同時に，仮想シリアルポートとして認識される．また，
USB シリアル変換 IC はマイクロコンピュータのフラッシュ
メモリ書き換え用のシリアル通信ポートに接続しており，
ファームウェアの書き換えも USB ケーブルで行うことがで





写真１ H8/3069 ボード 
 












ュータの I/O ポートに，サーミスタ，および，CdS セルは
A/D 変換ポートに直接接続している．また，7SEG，および，
2 色 LED はアノードコモンとなっており，ラインデコーダ
により高速にスキャンすることで表示を行う．電子ブザー
はトランジスタにより駆動する．なお，半田付けの演習が































LAN Ethernet に対応 
CF CF カードに対応 
COM4 4ch のシリアルインタフェースを搭載 
IDE CF の True-IDE モードに対応 
RF 特定小電力無線機を搭載 
MAG 磁方位，加速度，角速度センサを搭載 






































 また，設計を行った演習用拡張ボードは，平成 17 年度
後期の演習から利用を開始する予定である． 
なお，本報において紹介した CPU ボード，および，拡張
ボードの回路図等の情報に関しては，既にホームページ上
に公開しており，本学での演習に限らず，教材，ラピット
プロトタイピングに広く活用されることを期待している． 
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